


















本研究では全光信号処理による光時分割多重 (OTDM:Optical Time Division Multiplex)か
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信号 (DPSK:Differential Phase Shift Keying)を用いた先行研究 [4]と強度変調信号 (OOK:On
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図 3.4: データ信号用のクロック信号 (圧縮前)
(a)波形















図 3.5: データ信号用のクロック信号 (圧縮後)
図 3.4～3.5を基に圧縮前と圧縮後を比較すると,パルス幅が狭まっていることとスペク
トルが広がっていることからパルス圧縮が確認できた．次に,図 3.5の信号にデータを乗せ


























次に,クロック信号 (図 3.3)と多重化後のデータ信号 (図 3.8)を合波し,高非線形ファイ
バを通過する前のスペクトルと通過後のスペクトルを図 3.9及び図 3.10に示す．なお,高
非線形ファイバへの信号の入射パワーは 27.2dBmと設定した．

















































































































































































図 3.14: データ信号用のクロック信号 (圧縮前)
(a)波形















図 3.15: データ信号用のクロック信号 (圧縮後)
図 3.14～3.15を基に圧縮前と圧縮後を比較すると,パルス幅が狭まっていることとスペク
トルが広がっていることからパルス圧縮が確認できた．次に,図 3.15の信号にデータを乗























図 3.18: 10Gb/sから 20Gb/sに多重化したときの波形
多重化前の波形である図 3.16と多重化後の波形である図 3.18を比較すると,10Gb/sから
20Gb/sへの多重化は成功していることが確認できた.
次に,クロック信号 (図 3.13)と多重化後のデータ信号 (図 3.18)を合波し,高非線形ファ
イバを通過する前後のスペクトルを図 3.19に示す．なお,高非線形ファイバへの信号の入
射パワーは 27.2dBmと設定した．






















































































































































図 3.23: データ信号用のクロック信号 (圧縮前)
(a)波形











































次に,クロック信号 (図 3.22)と多重化後のデータ信号 (図 3.27)を合波し,高非線形ファ
イバを通過させた前後のスペクトルを図 3.28に示す．なお,高非線形ファイバへの信号の
入射パワーは 26.8dBmと設定した．

































グすることによって波長の異なる 2つの 10Gb/sデータ信号を得る．今回は ch1(1554.13nm)
と ch2(1554.94nm)を得た．ch1の波形及びスペクトルを図 3.29に示す．
(a)波形




































































































































































図 4.5: 10Gb/sから 20Gb/sに多重化したときの波形
多重化前の波形である図 4.4と多重化後の波形である図 4.5を比較すると,かなり余裕を
持って 10Gb/sから 20Gb/sへの多重化が成功していることが確認できた.




























































































































































出力 EDFAを 3つ使用しているのに対して,本研究では高非線形ファイバを 1つ（320m）
と高出力 EDFA1つによって構成されている．2つ目に,エラーフリーを達成した ch2（高波
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